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～～～～～～名古屋市立大学共同イベント～～～～～
■共創まちづくり研究
〇両立万博、大学生向けキャリアイベント
　　　谷口先生、松村先生、植田先生
■第128回日本小児科学会学術集会　‘25/4/19(土)
〇ステージ登壇、ワークショップ
　　　岩田先生

■愛知県のとある自治体　2月
〇(仮)しくじり先生から学ぶ！夫婦で取り組む育休・育児のリアル体験談 

■CFLSワークショップ(名古屋市案件)　2月

■企業案件　3月
〇ダイバーシティに関する講演＆男性育休座談会
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自前案件
伊藤・山本

中山・廣田・新井2024両立万博

▼概要
　昨年第一回開催となった両立万博の2年目。11/24(日)去年と同じイーブル名古屋とオンラインの
ハイブリッド開催。事務局定例　隔週水曜21時30分～。
　今年の開催テーマ決定！パーツモデルで考える両立術】

育Qひろばwith子ども達×名市大谷口ゼミメンバー　育Qひろばポーズで集合写真

午前シッターさんたちと
遊ぶ子供たち

午後はなちゃんにお絵描きを
教えてもらう子どもたち

育Qひろば×谷口ゼミの学生さんで
トークフォークダンス

　昨年からの改善点で、参加、対話型のイベントにし、連携する名市大の学生さんにも参加いただき
ました。育Qひろばの持つ雰囲気、参加者のやさしさのおかげでNPO育QひろばのMVVをそのまま
具現化したイベントになった。みんなが笑顔で過ごせて、笑顔で終われたイベント。来年もやる！

【ご協力】
　・NPOかけはしさん　シッターさんをご紹介
　・はなちゃん　お絵描きの先生
【全6回の打ち合わせをした事務局メンバー】萌さん、新井さん、廣田さん、中山さん



連携・委託案件
茂木・廣田連携：名古屋市立大学 「共創まちづくり研究推進事業」等協業

伊藤委託：名古屋市　男性育休促進パネルディスカッション＆交流会 

▼報告
　名古屋市スポーツ市民局男女平等参画推進課より、依頼頂いた案件。11/2(土)　イーブル名古屋
にて現地開催　当日は9名の参加者で和気藹々としたパネルディスカッション＆交流会ができました！

▼名市大さんとの協業案件　
　来年4月19日の小児科学会の育Qひろば参画イベントの内容決め等やり取りが開始。
育Qひろばの理念を体現し、持続可能な取り組みの礎になるようコンセプト作りから作りこむ。

案件 日程 名市大担当 内容

「共創街づくり研究事業」

11/24両立万博
1/25 or 26 谷口、上田先生 両立万博2024に学生さんも参加し

育Qひろばを研究対象として検討中
11/2

名古屋市男性育休促進
イベント

服部先生、松村先生 男性育休取得者に対しインタビュー調査に
よるデータ取りを希望

第128回小児科学会
図1 令和7年4月19(土) 岩田先生 ①ステージ登壇

②ワークショップ

大人もこどもも楽しめるイベント目指すとともに
育Qひろばの新たな付加価値を体現させていく

©NPO法人育Qひろば

図1.第128回小児科学会チラシ

①ステージ登壇
②ワークショップ

▼今回の挑戦
　①育Qひろば内のパパのみで登壇者5名
　②パネルディスカッションの司会進行を伊藤が担当(本来は運営)

【結果】
　ものすごく楽しいイベントになった。互いに知り合いという事もあり、突っ込んだ話、
ぶっちゃけ話で盛り上がった。「積極的受け身」「肩ブンブン育休」と当事者ならではの
生の声が楽しく聞けたのは良かった。育Qひろばだから出せる付加価値を再発見！
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依頼案件

ステーションAi　ダイバーシティイベント登壇 伊藤
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東京海上日動火災保険株式会社様にて男性育休、両立セミナー 伊藤

▼背景
　5/20にJR東日本産の新規事業PeerCareerに登壇した際に参加された人事の方からのご要望で実現。
男性育休に関する課題感をもとに、イベント内容、メッセージを事務局の方々と一緒につくりこみ。

【結果】
　現地＆オンラインのハイブリッド開催。上位の方もいらっしゃり、会社としての本気度を感じた。
感想の結果から、男性→気づき、発見　女性→共感、希望　を提供できていることがわかった。
両立は社会課題でみんなが当事者として考えていく課題というメッセージが伝わって嬉しい。

▼概要
　日本最大のスタートアップ支援施設のステーションAiにて多様性に関するイベントがあり、お声がけ
頂きました。

【結果】
　5mの包摂性≒家族との関係性が私に振られたテーマであり、離婚提案4回したイタメンだったけど
そこからリカバリーし(たのか？)今は、共働き共育てで性別役割分担意識にとらわれずやっている事や
育休をきっかけにどう社会の見え方が変わり、今、どんなことを意識し、活動しているのかお話させて
頂きました。感覚センサーをフルに使い、疲労はしたものの、参加者の方から
「是非、うちでも男性育休セミナーお願いします」「もっといろいろお話聞かせてください」と言った
有難いお声がけを頂き、改めて東海地方の根深い課題を認識し、エネルギーが沸きました！
　まだまだ最前線突っ走ろうと思います！


